
「産業社会と人間」で、関西福祉科学大学と三恵園との連携講座を行いました。 

 

 １０月３１日（月）の１年生の「産業社会と人間」において、関西福祉科学大学の一村小

百合准教授と能勢町にある第２三恵園の福本宗之さんを招き、福祉に係る連携講座を行いま

した。このことが、１１月１日（火）の産経新聞朝刊の記事で紹介されました。 

この「産業社会と人間」では、総合学科の系列に係る内容を中心に、様々な分野のスペシ

ャリストを招き、生徒たちに自己の在り方や生き方、将来の職業について考えさせるなど、

まさにキャリア形成をめざすものとして、本校教育の大きな柱のひとつになっています。 

一村准教授は、昨年度に続いてご指導くださいました。今回は「コミュニケーションと福

祉の仕事」をテーマに、言葉を使わないでコミュニケーションを取るワークショップを行っ

ていただき、福本さんからは、実際の福祉の現場での体験を教えていただきました。生徒た

ちにとって、福祉の理論と実践を学ぶことのできる有意義な経験となりました。 

本校では、卒業後、福祉施設への就職、福祉関係の大学・専門学校等への進学を通じ、福

祉の分野で活躍する人材を育んでいます。このような意味におきましても、三恵園をはじめ

とします地元の福祉施設や福祉について幅広く学ぶことのできる関西福祉科学大学等との

連携を今後ともしっかりと進めてまいりたいと考えております。（校長） 


